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③学区別報告結果 

下図のように、大津市は市内小学校の３６学区に分けることができます。 

表２・３及び図４・５から、以下のとおり考察をしました。 

まず、件数としては、堅田（120 件）・小松（110 件）・坂本（86 件）の順に多く、木戸・

仰木・真野の数値も際立っています。これは、ドングリが存在する環境を持っているためで、例

えば、堅田においては公園や道沿いでアラカシ、シラカシがよく見かけられ、小松は山裾という

環境があるのでクヌギクリが多く、坂本は日吉大社などの社寺が多数あることに加えて古い生垣

のある町並みが残っているので、アラカシが多くなっています。 

つぎに、本数にすると、堅田（207 本）・小松（203 本）の順となり、件数に沿った結果と

なりました。件数に対して比較的多く報告された種類としては、堅田では公園や社寺において自

生しているほか街路樹として好まれるシラカシ、小松では山で自生することの多いアカガシでし

た。 
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表２ 学区別報告件数（全種類） 

 
表３ 学区別報告本数（全種類） 


